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【特集】学生の多様な活躍 2025

路上での救護活動にあたり「学長賞」を受賞

本学学生は、研究のみならず、社会貢献や課外活動での成果など多様な活躍をしています。ここでは、
2025年を振り返り、学生たちのさまざまな活躍をご紹介します。

学生の活躍＞

加藤さんは、2025年4月、路上で体調不良
になった方の救護活動にあたり、後日、救護
された方から大学宛に感謝のお手紙が届き
ました。路上で身動きができなくなっている
中、介抱して救急車を呼んでもらった旨、ま
た、このような学生が医師として巣立つこと
を心強く思うとの言葉とともに感謝の言葉が
綴られていました。

巻嶋さんは、2025年3月、路上で転倒して
負傷した方の救護活動にあたり、後日、救護
された方から大学宛に感謝のお手紙が届き
ました。すぐに駆け寄って止血してもらい、救
急車到着まで不安な中、優しく声をかけられ
心強く感じた旨、感謝の言葉が綴られていま
した。

迅速かつ的確な救護措置を行った行動が医学生としての模範となるものとして表彰

第113回日本解剖学会
関東支部学術集会にて
「優秀発表賞」を受賞

今回黒田さんの「植物由来レクチンを用い
た脳血管系の可視化」と題した発表が、研究
内容、研究発表および質疑応答について高
い評価を受け、受賞となりました。

※第3学年から自由な学び系科目の
「リサーチ・コース」を履修。
(組織・神経解剖学分野に所属）

「学生メディカルラリー2025」で
総合優勝

メディカルラリーとは、医療系の専門職（医師、看護師、救急救命士
など）でチームを組み、ERやICU、災害などのシナリオ(症例)に対
して、限られた時間の中でいかに適切に診断・処置を行えたかを点
数化して競うものです。全国から21チームの応募があり、抽選で7
チームが出場、本学学生7名と日本体育大学の救急医療学科学生3
名でチームを構成して参加し、「総合優勝」を獲得しました。

「第22回新宿区シティハーフマラ
ソン・区民健康マラソン」で救護
ボランティア活動に参加

「第22回新宿区シティハーフマラソン・区民健康マラソン」に、本学学生
団体DOCSの学生15名が救護ボランティアとして参加しました。レー
ス当日は大学病院の医師、看護師、薬剤師、ソーシャルワーカー、栄養士、
臨床心理士、事務スタッフなど37名と共に、救護ランナー・救護定点ス
タッフ・AED所持スタッフを担い、約13,000名の出場者が安心して完
走できるよう競技運営に貢献しました。

医学科 第5学年巻嶋 駿太郎さん

学長賞

5月21日授与

医学科 第4学年加藤 大祐さん

6月18日授与

学長賞

医学科 第3学年黒田 えいみさん

8月30日受賞

医学科・看護学科 学生団体DOCSの学生15名

医学科 第6学年東郷 一真さん、村岡 暁さん

第3学年黒田 えいみさん

看護学科 第4学年中村 ちひろさん、牧 花乃さん

第3学年石丸 泰希さん、齊藤 亮さん

3月23日表彰

■DOCSとは・・・

Development of 
Clinical Skillsの略。
臨床の現場で活きる知識や手
技、コミュニケーションの取り
方を学ぼうと学生達が自主的
に立ち上げた団体。より実践
的な医学を身につけるべく、
学生向けの勉強会を定期的に
行っている。1月26日参加
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（指導：細胞生理学分野）

第33回 日本血管生物医学会学術
集会で「Young Investigator
Award（YIA）」を受賞

医学研究科 博士課程４年

岡 沙由稀さん

【受賞演題】

Identification of a distal 
enhancer of prostaglandin 
E2 receptor EP4 essential 
for closure of the ductus 
arteriosus

第57回 日本結合組織学会学術大会
にて「Young Investigator 
Award」を受賞

【受賞演題】

弾性線維の形成機序を解
明するin vitro血管モデル
の作製

医学研究科 博士課程２年

澤田 侑理さん

医学研究科の大学院生も、研究の成果を学会等で発表し、賞を受賞するなど活躍しています。

日本血管生物医学会特別集会で
「YIA最優秀賞」を受賞

【受賞演題】

特発性肺動脈性肺高血
圧症における静水圧応
答分子Stanniocalcin1
の肺動脈リモデリング
抑制機序

医学研究科 博士課程３年

岡 沙由稀さん

APPW2025で「Graduate Student 
Presentation Award」を受賞

社会人大学院 博士課程３年

小神 真梨子先生

（委託指導研究：細胞生理学分野）

＊呼吸器内科学分野 助教

※学年は受賞時

（指導：細胞生理学分野）

【受賞演題】

Identification of expression 
and transcriptional 
regulatory domain of 
prostaglandin E2 receptor 
EP4 in the ductus 
arteriosus

11月2日受賞6月8日受賞

※学年は受賞時

2月23日受賞

（指導：細胞生理学分野）

10月23日、筆頭著者として論
文掲載され、11月17日プレス
配信もされました!

「秋のキッズフェスタ2025」で
医療体験ワークショップを出展

「楽しくチャレンジ！もしもの時の救急処置法～学校編～」をテー
マに、学生団体DOCSと児童研究会が医療体験ワークショップを
出展しました。学生たちは、心肺蘇生法、捻挫・骨折時の応急対応
など、学校で起こり得る場面を想定しながら子どもたちに分かり
やすくレクチャーしました。

医学科・看護学科 学生団体DOCS・児童研究会

■キッズフェスタとは・・・

2024年に本学と包括連携協定を締結した国立青少年教育振興機
構が主催する、主に小学生を対象とした体験活動型の催し。「春の
キッズフェスタ2024」に続き、国立オリンピック記念青少年総合セン
ターにて「秋のキッズフェスタ2025」が開催された。

10月25日・26日参加

【PICK UP!】大学院生の活躍 2025

＊APPW：日本解剖学会・日本生理学会・
日本薬理学会合同大会

3月19日受賞
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